
竜20銭銀貨 明治13年銘 NGC(PF60)

（2.5 倍に拡大）

逸 品 紹 介

（原寸大）

今回は、私の友人が手に入れた竜20銭銀貨 明治13年銘をご紹介いたしま今回は、私の友人が手に入れた竜20銭銀貨 明治13年銘をご紹介いたします。本年銘は発行枚数が僅か96枚であり、手に
入れることが最難関の年銘として有名です。入れることが最難関の年銘として有名です。
　中でも本品はNGC社によりPF60の評価が付されております。私の友人は、　中でも本品はNGC社によりPF60の評価が付されております。私の友人は、ある会社の年末セールで本品を見つけ、見た瞬
間、この年銘を手に入れられる機会は今をおいて二度とないだろうと判断し間、この年銘を手に入れられる機会は今をおいて二度とないだろうと判断して、２つ返事で購入を決めて年明けに入手した
と申しておりました。と申しておりました。
　私が初めてこの年銘を見たのは、初めて参加した第７回銀座コインオー　私が初めてこの年銘を見たのは、初めて参加した第７回銀座コインオークションに出品されていたLot.575の美品評価の
品物です。下値は120万円でしたが、落札価格はなんと520万円でした。当品物です。下値は120万円でしたが、落札価格はなんと520万円でした。当時のオークションカタログによる説明では現存数
10枚以下と推測されると記載されておりました。10枚以下と推測されると記載されておりました。
　歴史を紐解くと、1998年に開催されたピットマンオークションで出　歴史を紐解くと、1998年に開催されたピットマンオークションで出品されたエジプトのファルーク国王のPL貨セットの
中にこの年銘があり、当時の金額で3万ドルで落札されました。他には中にこの年銘があり、当時の金額で3万ドルで落札されました。他には銀座コインの即売でPCGS社MS63PRのものが1,200
万円で販売されていた事ぐらいしかわかりません。因みにこの商品は万円で販売されていた事ぐらいしかわかりません。因みにこの商品は直ぐに売れてしまったそうです。
どちらにしてもそれだけ入手困難な年銘である事は間違いありどちらにしてもそれだけ入手困難な年銘である事は間違いありません。
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